


【地方独立行政法人広島県立病院機構】 （単位：百万円）

予  算 決  算
差  額

（決算－予算） 備　考

収入

営業収益 36,770 36,837 67

医業収益 32,714 32,690 △ 24 *1

運営費負担金・交付金 4,054 3,503 △ 551 *2

その他営業収益 2 643 641 *3

営業外収益 421 486 65

運営費負担金収益 157 127 △ 30

その他営業外収益 265 358 93

資本収入 30,343 29,717 △ 626

運営費負担金 2 5 3

長期借入金 30,315 29,712 △ 603 *4

その他資本収入 26 0 △ 26

その他の収入 43 110 67

計 67,577 67,151 △ 427

支出

営業費用 39,139 37,277 △ 1,862

医業費用 38,061 36,336 △ 1,725

給与費 20,863 20,158 △ 705 *5

材料費 11,039 10,370 △ 669 *6

経費 5,956 5,698 △ 258

研究研修費 203 108 △ 95

一般管理費 1,078 941 △ 137

給与費 1,078 534 △ 544

経費 0 406 406 *7

営業外費用 441 442 1

資本支出 26,744 26,066 △ 678

建設改良費 24,992 24,314 △ 678 *8

償還金 1,752 1,752 0

その他の支出 844 990 146

計 67,168 64,776 △ 2,392

409 2,375 1,966

（注）損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は、以下のとおりであります。

（１）損益計算書の営業外収益の以下の科目の一部は、決算報告書上は資本収入に含まれております。

（２）損益計算書において計上されている現物による収入・費用は含んでおりません。

（３）損益計算書の営業収益に計上されている資産見返補助金等戻入は、決算額に含んでおりません。

（４）上記数値は消費税等込みの金額を記載しております。

*1 当初の患者見込数より患者数が減少したことによるもの

*2 建設工事の計画の変更により運営費負担金も翌年度へ持ち越しによるもの

*3 単独支援給付金（病床削減）係る補助金等を受けたことによるもの

*4 建設工事の計画の変更により借入も翌年度へ持ち越しによるもの

*5 当初の人件費計画より、支出が少ないことによるもの

*6 材料費価格交渉の末、当初予算額より、費用が減ったことによるもの

*7 一般管理費の集計方法の見直しにより、費用が増えたことによるもの

*8 当初機器購入予算に対し、購入を抑制したことによるもの

令 和 ７ 年 度 決 算 報 告 書

区　　分

単年度資金収支（収入－支出）


